
ネットワーク大学コンソーシアム
岐阜

（以後コンソーシアムと略す）

どうしたらコンソーシアムと地域が連携
できるか

全国の大学コンソーシアム

• 全国大学コンソーシアム協議会
– 2004年発足 28大学
– 2010年10月1日現在

46組織
• 協議会概要より

– 近年、全国各地で大学連携、地域
社会、産業界との連携による大学
連携、大学コンソーシアムの取り
組みが進められています。

– また、その地に根ざす大学はもち
ろんのこと、地域の歴史、立地、特
性を背景として設立された地域組
織としての大学コンソーシアムは、
いうなれば高等教育機関と地域社
会とが深く結びつき、大学の発展
と地域の活性化を実現する取り組
みでもあります。



コンソーシアムの目的

• コンソーシアムは、岐阜県内にある高等教育
機関が連携し、

–それぞれの魅力を高めるとともに、
–地域における知的活動の中心拠点として、
–高等教育に対する多様なニーズに的確に対応し、
–地域社会の発展に寄与することを
目的とする。

• ネットワーク大学コンソーシアム岐阜設置要綱 第３条

コンソーシアムの経緯
• H 7 「コミュニティカレッジ構想」の検討。内容は、生涯学習と働きながら単位が取得できる教育とを融合し、

どこでも学べ、働きながら学べ、大学資格が取れるとともに、単位制高校や放送大学等と単位互換可能な構想

• H10 H9.3県生涯学習審議会答申の中の大学連携による「コミュニティ・カレッジ」構想に、
県と交流のある米ユタ州の「バーチャル大学」のアイデアを結び付けた、「国際ネットワーク大学」構想を検討

• H10.10.30 県内大学等13校と県で「国際ネットワーク大学コンソーシアム共同授業運営委員会」を設立。
「国際ネットワーク大学」構想を検討、実現するため、まず県内大学が連携して共同授業を運営するために設立

• H11. 5 共同授業開始（授業担当大学と県内５カ所を「多地点テレビ会議システム」で結ぶ全国初の遠隔ライブ授業）

• H12 県民ふれあい会館第２棟９階にサロンを整備

• H14. 3 名称を「国際ネットワーク大学コンソーシアム」に変更

• H14 県民ふれあい会館第２棟９階に事務局、講義室を整備 共同授業へのｅラーニング（オンデマンド授業）の導入

• H15 共同授業への県情報スーパーハイウエイを活用した遠隔ライブ授業の導入

包括的単位互換制度の実施（全国に先駆けｅラーニングによる提供も実施）

• H20. 3 県主導から大学の主体的運営へ移行するため将来ビジョン推進5か年計画を策定

• H20. 4 名称を「ネットワーク大学コンソーシアム岐阜」に変更

• H20. 6 教員免許更新制専門部会設置

• H20. 7 岐阜県大学ガイダンスセミナー開催(高校生対象)
• H20.10 岐阜県大学ガイダンスセミナー開催(高校教員対象)

• H20.12 高大連携・広報専門部会設置

• H21. 4 ネットワーク大学コンソーシアム岐阜事務室を岐阜大学内に設置

• H21 ※「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム
（ネットワーク大学コンソーシアム岐阜を基盤とした駅前サテライト型教育システムの構築)」



コンソーシアムの構成大学等

岐阜大学・岐阜県立看護大学・岐阜薬科大学・岐阜経済大学・岐阜女子大学

朝日大学・岐阜聖徳学園大学・東海学院大学・中京学院大学・中部学院大学

岐阜市立女子短期大学・岐阜聖徳学園大学短期大学部・東海学院大学短期大学部

中部学院大学短期大学部・大垣女子短期大学・中日本自動車短期大学

岐阜工業高等専門学校・岐阜県

平成２２年４月加盟予定大学等

岐阜医療科学大学

岐阜保健短期大学

情報科学芸術大学院大学

放送大学岐阜学習センター

コンソーシアムの事業内容

• 第４条 前条の目的を達成するために、次の
事業を行う。

• (1) 共同授業の企画及び運営

• (2) 包括的単位互換制度の企画及び運営

• (3) 高等教育機関の連携に関する検討・研究

• (4) その他前条の目的を達成するために必要
な事業



事業の事例

１．単位互換事業

２．生涯学習事業（共同授業，単位互換授業の社
会人開放，その他公開講座）

３．高大連携事業（単位互換科目，共同授業の高
校生開放，出前授業，フォーラム）

４．地域連携事業（地域課題解決事業，学生ボラ
ンティア）

５．教員・職員の研修事業（ＦＤ・ＳＤ）

６．広報事業（大学の広報）

文部科学省：

大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム
統合的連携型：選定25件／申請76件

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜：

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜を基盤
とした駅前サテライト駅前サテライト型教育システムの構築

平成21年度～23年度（3年間）

• TAKUMIミュージアムをサテライトとして利用
• テレビ会議システムによる双方向授業
• 駅前を活性化
• 大学間の課題から，地域の課題へ



岐阜駅サテライトの利用性
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駅前講座の利用意向
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興味の内容
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朝日大学

岐阜聖徳学園大学短期大学部

岐阜経済大学

岐阜市立女子短期大学

東海学院大学

東海学院大学短期大学部

大垣女子短期大学

岐阜聖徳学園大学

岐阜大学

岐阜工業高等専門学校

岐阜薬科大学

中日本自動車短期大学

岐阜女子大学

中部学院大学

中部学院大学短期大学部

県立看護大学

中京学院大学

岐阜駅からの所要時間

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜を基盤とした駅前サテライト型教育システムの構築

大学
大学

大学

大学

大学
大学

大学

岐阜駅サテライト

�岐阜駅からの所要時間は30分前後，最寄鉄道駅「岐阜駅」が半数以上
�通学に「岐阜駅」を利用する学生は，全学生(約20,000人)の20%(3,900人)
�通学時間帯の混雑回避，駅前活性化，大学間学生の交流などの検討
�社会人，高校生等の学習機会拡大と地域知的活動の促進

現行コンソーシアムの課題
① 共同授業：学生へのPR，
ガイダンス等の充実
② 単位互換授業：e-ラーニン
グ受講方法の改善・進展

③ 単位互換の取扱：大学間
での統一取扱指針の策定
と実施

④ 受講登録等事務：手続き
や窓口の明確化と事務負
担の適正化
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① ネットワーク大学コンソーシアム岐阜の実態を見える化
② 岐阜駅サテライトの「教室」を起点とした改善・発展
③ 各大学と岐阜駅サテライトの教室を高機能・高品質で接続
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1）単位互換授業
① 岐阜駅サテライトを基盤
② テレビ会議による接続
③ e-ラーニング受講の条件整備
④ 能力別クラス：英語教育科目
⑤ 大学からサテライトへ配信
専門科目をテレビ会議

2）共同授業（公開講座含む）
3）高大連携事業
4）研修事業
5）広報事業



単位互換事業

研修事業 教職員の研修

リメディアル教育の整備

教養教育・英語教育等を開講

公開講座（資格取得講義等）

授業案内・入試・就職の広報

生涯学習事業

高大連携事業

広報事業

駅前サテライトを活用した事業

駅前サテライト

大学生高校生 社会人

「授業」の移動 「学生」の移動，駅を通過点から変革

コンソーシアムの地域貢献

• 設置要綱第3条
– 高等教育に対する多様なニーズに的確に対応し、地域社会の発展に寄与

• 市町村のニーズに対応する支援
–地域ニーズからの生涯教育の講座内容
–駅前サテライトや大学の講座の受講

• 地域社会の発展
–地域社会における課題の共有と協働
–活力，魅力ある地域社会と学生の就職
–学生のサービス・ラーニング



コンソーシアムの将来構想

• コンソーシアムの強みを活かす
–各大学の全体的，総合的な窓口
–学生を含めた活動への展開
–まちづくり関係組織の連携基盤
–など

• 地域社会の発展
–県内大学進学割合や県内就職割合の向上
–まちづくりとサービスラーニング
–など

大学等 高校等

市町村 企業

岐阜駅

賑わい創出・発展

ｺﾝｿｰｼｱﾑ地域活性化
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

ＦＤ・ＳＤ

単位互換

共通教育課
程構築

公開講座

産学連携
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

大学ｶﾞｲﾀﾞﾝ
ｽｾﾐﾅｰ

入学前教育

共同授業

朝夕大学

共同授業

地域課題
解決事業

学生
幼保大連携
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

高大連携
ｾﾐﾅｰ

教員

住民

市町村職員

社会人

高校生

生涯学習

教員

多文化共生
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

学生
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

留学生関係
事業

共同研究

ｷｬﾘｱ支援各種イベント参加

サイエンスカフェ

クラブ活動


